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業績予想の修正に関するお知らせ業績予想の修正に関するお知らせ業績予想の修正に関するお知らせ業績予想の修正に関するお知らせ    

 

最近の業績動向を踏まえ、平成28年５月12日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知

らせいたします。 

 

記 

 

１．平成29年３月期第２四半期(累計)連結業績予想数値の修正（平成28年４月１日～平成28年９月30日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に

帰 属 す る 

四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 

百万円 

3,000 

百万円 

118 

百万円 

100 

百万円 

68 

円 銭 

15.21 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 3,083 194 193 147 32.85 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） 83 76 93 79  

増  減  率 （  ％  ） 2.8 65.2 93.2 116.8  

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 28 年３月期第２四半期） 

2,898 75 65 46 10.20 

 

２．平成29年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成28年４月１日～平成29年３月31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に

帰 属 す る 

当 期 純 利 益 

１株当たり 

当 期 純 利 益 

 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 

百万円 

6,200 

百万円 

271 

百万円 

230 

百万円 

154 

円 銭 

34.44 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 6,305 404 389 278 61.96 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） 105 133 159 124  

増  減  率 （  ％  ） 1.7 49.1 69.1 80.5  

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 

（ 平 成 2 8 年 ３ 月 期 ） 

5,976 237 235 131 29.16 
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３．平成29年３月期第２四半期（累計）個別業績予想数値の修正（平成28年４月１日～平成28年９月30日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 

百万円 

2,780 

百万円 

69 

百万円 

51 

百万円 

28 

円 銭 

6.26 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 2,880 134 131 101 22.66 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） 100 65 80 73  

増  減  率 （  ％  ） 3.6 94.9 156.9 263.1  

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 28 年３月期第２四半期） 

2,661 23 21 14 3.20 

 

４．平成29年３月期通期個別業績予想数値の修正（平成28年４月１日～平成29年３月31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

１株当たり 

当 期 純 利 益 

 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 

百万円 

5,770 

百万円 

200 

百万円 

164 

百万円 

100 

円 銭 

22.36 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 5,896 286 277 192 42.79 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） 126 86 113 92  

増  減  率 （  ％  ） 2.2 43.0 68.9 92.0  

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 

（ 平 成 2 8 年 ３ 月 期 ） 

5,499 130 137 55 12.23 

 

５．修正の理由 

  連結および個別の第２四半期累計期間の売上高については、平成28年５月12日時点の予測に比べて、工業

用ゴム事業では、自動車関連製品のASA COLOR LEDやRFIDタグ用ゴム製品等の受注が海外向けを中心に好調

に推移したことにより増加する見込みです。また、利益指標につきましても、売上高増と生産性の向上の取り

組みが進んだことにより、前回予想より増加する見込みです。 

  連結および個別の通期の売上高についても、工業用ゴム事業ではASA COLOR LEDやRFIDタグ用ゴム製品等の

受注が引き続き好調であることや、医療・衛生用ゴム事業においても採血用・薬液混注用ゴム栓の受注が増加

していることから、前回予想より増加する見込みです。利益指標につきましても、売上高増と生産性の向上を

引き続き進めていくことから、前回予想を上回る見込みです。 

 

※上記の業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因に

よって予想数値と異なる場合があります。 

 

以 上 


